
区長提案の議案（59本）に
対する各党の賛成率

自民党 100％賛成
公明党 100％賛成
共産党 81％賛成
民主党 100％賛成

区民からの請願・陳情に対する
各党の態度（意見の分かれたもの）

不
採
択
に
な

た
請
願
・
陳
情
名

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
自
由
閲
覧
の
維
持
を
求
め
る
陳
情

安
全
保
障
関
連
２
法
（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
計
画
断
念
と
工
事
の
中
止
、
代
執

行
裁
判
の
提
訴
取
り
下
げ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

都
立
江
北
高
校
定
時
制
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

高
野
小
学
校
・
江
北
小
学
校
の
学
校
統
廃
合
計
画
中
止
に
関
す
る
陳
情

高
野
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

自
民 × × × × × ×

公
明 × × × × × ×

共
産 ○ ○ ○ ○ ○ ○

民
主 × ○ ○ × × ×

結
果

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

※「放射能対策」「原発再稼働ではなく
自然エネルギーへの転換を」「学校の
木質化」「認可保育園の増設」など24
件が継続審査に。
※足立区議会民主党は、4月1日から足
立区議会民進党に変更。

★日本共産党が条例提案した「子どもの医療
費助成の充実」は継続審査、「保育料の引き下
げ条例」は自民・公明・民主が反対して否決
となりました。

　

「
戦
争
法
は
憲
法
違
反
で
あ
り
無
効
」
と
元
公
明
党
二
見

伸
明
副
委
員
長
や
、
創
価
学
会
員
が
安
保
法
制
に
反
対
す
る

デ
モ
に
参
加
。
稲
葉
真
一
元
自
民
党
都
議
は
「
安
保
法
制
は

ま
さ
に
戦
争
法
で
す
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
住

民
の
安
全
を
守
る
べ
き
区
議
会
議
員
の
良
心
と
初
心
に
戻
る

よ
う
求
め
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
を

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
を

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

23
区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

針
谷
み
き
お

　

区
は
16
年
連
続
の
値
上
げ
を
提
案
、
１
人
当
た
り
の
平
均

保
険
料
は
つ
い
に
11
万
円
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
国
か

ら
の
６
億
円
の
財
政
支
援
金
を
一
般
会
計
の
穴
埋
め
に
使
う

の
は
や
め
「
保
険
料
を
払
う
の
が
精
一
杯
で
病
院
に
行
け
な

い
」
と
の
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
値
上
げ
の
中
止
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
をは

た
の
昭
彦

　

江
北
定
時
制
高
校
は
、
全
日
制
に
通
う
こ
と
が
出
来
な
い

生
徒
の
大
切
な
受
け
皿
で
す
。

　

様
々
な
境
遇
の
中
で
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
す
く
い

上
げ
、
学
び
の
場
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
も
江
北
高
校
の

定
時
制
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
と
迫
り
ま
し
た
。

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網西

の
原
え
み
子

　

区
は
、
Ｕ
Ｒ
団
地
再
生
に
伴
い
、
区
立
花
畑
保
育
園
を
廃

止
、
移
転
し
て
民
営
化
を
提
案
。
①
区
立
で
従
来
の
場
所
に

存
続
す
る
と
い
う
住
民
と
の
約
束
を
破
る
も
の
②
「
保
育
需

要
の
増
加
」
と
い
う
な
ら
増
設
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
移

設
民
営
化
で
は
な
い
③
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
保
育
園
と
主
張
し
、
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い

と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

山
中
ち
え
子

　

高
野
小
学
校
と
江
北
小
学
校
を
廃
校
に
し
統
合
す
る
区
の

計
画
は
、
当
面
人
口
が
増
え
る
こ
と
を
区
も
認
め
て
い
る
の

に
道
理
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
勉
強
す
る
小

規
模
校
の
良
さ
を
失
い
、
避
難
所
も
な
く
す
な
ど
認
め
ら
れ

な
い
と
、
存
続
を
求
め
る
陳
情
の
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

高
野
小
・
江
北
小
は
存
続
す
べ
き

鈴
木
け
ん
い
ち

　

足
立
区
の
低
所
得
者
世
帯
の
保
育
料
は
23
区
で
一
番
高
く
、

日
本
共
産
党
は
、
負
担
軽
減
を
提
案
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
が
反
対
し
否
決
し
た
の
に
対
し
、

子
育
て
支
援
の
立
場
に
た
ち
考
え
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

23
区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る浅子

け
い
子

　

区
は
新
年
度
の
区
職
員
定
数
を
大
幅
削
減
。
そ
の
主
な
も

の
は
「
国
保
事
務
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
へ
の
企
業
委
託
（
36

名
）」「
公
立
保
育
園
の
民
営
化
」
に
よ
る
も
の
で
、
保
育
で
は

８
年
間
新
規
採
用
が
な
く
22
名
の
欠
員
を
放
置
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
区
民
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
外
部
委
託
に
よ
り
経
費

は
逆
に
増
大
さ
せ
る
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

ぬ
か
が
和
子

保
育
料

人
口
増
え
る
の
に
つ
ぶ
す
の
か

ぬかが和子浅子けい子 山中ちえ子 はたの昭彦

鈴木けんいち 西の原えみ子 針谷みきお

　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛
成、成、「国保料の値上げ国保料の値上げ」「」「統廃合で学校解体統廃合で学校解体」「」「外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック
機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。

　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛
成、「国保料の値上げ」「統廃合で学校解体」「外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック
機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。

区民の願い届け自治体のあり方を指摘して自治体のあり方を指摘して自治体のあり方を指摘して
７人全員が本会議で討論
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憲
法
に
反
す
る
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
強
行
に
よ
っ
て
、

住
民
の
生
命
、
財
産
、
自
由
、
私
た
ち
の
幸
福
追
求
権
を
覆
す

立
憲
主
義
の
危
機
を
迎
え
て
お
り
、
足
立
区
議
会
と
し
て
反
対

の
態
度
を
示
す
時
で
す
。

　

戦
争
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
危

機
感
、
平
和
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
、
第
一
回
定
例
会
で
の

わ
が
党
の
区
長
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
代
表
質
問
に
、
区
長
は

「
私
は
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、

国
民
の
安
全
を
守
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
ど
も
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
「
保
育
園
落
ち
た
の
は
私
だ
」「
会
社
辞
め
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
」「
何
が
一
億
総
活
躍
だ
」
と
安
倍

政
権
へ
の
怒
り
が
集
中
し
、
国
会
へ
若
い
子
育
て

中
の
親
御
さ
ん
た
ち
が
駆
け
つ
け
る
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
署
名
は
２

万
７
千
名
を
こ
え
、
国
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
も
第
一
次
不
承
諾
が
１
７
５
２
人
に

な
り
、
異
議
申
し
立
て
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
が
、
長
年
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る

「
認
可
保
育
所
増
設
」
に
背
を
向
け
る
な
か
、
日

本
共
産
党
は
あ
き
ら
め
ず
に
増
設
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
論
戦
と
保
育
所
作
っ
て
の
保
護
者
な

ど
の
運
動
が
区
政
を
動
か
し
、
や
っ
と
認
可
保
育

園
の
大
幅
増
設
へ
と
舵
を
き
り
ま
し
た
。
27
年
度

か
ら
３
年
間
で
16
園
の
認
可
保
育
園
増
設
へ
計
画

を
変
更
、
１
３
２
５
人
の
定
員
増
に
な
り
ま
す
。

　本会議では自民党議員から、教育勅語を
「補助教材として」使うよう求める発言や、
予算委員会では中学校の百人一首大会を例に
とり「教育勅語も暗記してくれたらいい」な
どと戦前の軍国教育の柱となった「教育勅
語」を礼賛する時代錯誤の発言が相次ぎまし
た。自民党議員の頭の中は、70年以上前に
もどってしまったのではないでしょうか。

時代錯誤の発言

教育勅語も暗記してくれたらいい…教育勅語も暗記してくれたらいい…教育勅語も暗記してくれたらいい…

震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）

「保育園落ちたのは私だ　」と国会に駆けつけたママ、パパ
（しんぶん赤旗 提供）

　2016年度の予算を決める第一回定例議
会が3月24日終了しました。日本共産党は、
戦後71年目の年を迎え、くらしと平和を守
る切実な区民の願いを実現するため、区長
提案の予算案に対して予算修正案を提出し
てがんばりました。
　区議会で議論した区政の焦点、予算案な
ど共産党区議団の活動をお知らせします。

北朝鮮ミサイル発射
足立区議会が抗議決議を
全会一致で可決

熊
本
地
震
、
救
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日本共産党

「
保
育
所
つ
く
っ
て
」の
声
と

共
産
党
の
論
戦
が
動
か
し
た

認
可
保
育
園
、大
増
設
へ

年度 算 決 第 定例議

くらしと平和守る大きな流れくらしと平和守る大きな流れくらしと平和守る大きな流れ
区民と力合わせ



「2016年度から10年間の足立区内の優先整備路線
（案）」に対し、道路現況がない住宅密集地域に道路を
つくるなど住民追い出しにつながる計画は見直しす
るよう要望しました。 （2月5日）

足立区の教育に関する初めての基本的な姿勢を示す
「教育大綱」について日本共産党足立区議団は、意
見を提出しました。 （1月25日）

日本共産党足立区議団が昨年提出した新年度予算の
要望に対して、区長からの回答がありました。それ
を受けて懇談し、復活折衝を行いました。 （1月7日）

有料老人ホーム「Ｓアミーユ川崎幸町」での殺人事
件を受け、区内施設の実態調査や国・都・区が一丸
となって介護従事者の待遇改善などで高齢者虐待対
策を強めるよう要望しました。 （2月23日）

ム
ダ
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許
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切
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ム
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ム
ダ
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、サ
ー
ビ
ス
切
り
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な
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切
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ム
ダ
使
い
、サ
ー
ビ
ス
切
り
す
て
許
さ
な
い！

区
民
の
願
い
か
か
げ
て
前

区
民
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願
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て
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進！

区
民
の
願
い
か
か
げ
て
前

区
民
の
願
い
か
か
げ
て
前
進！

区
民
の
願
い
か
か
げ
て
前
進！

　

区
民
生
活
は
、
可
処
分
所
得
が
下
が
り
続
け
、
２
０
１
４
年

に
は
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
30
年
前
の
水

準
に
落
ち
込
む
中
、
区
は
国
保
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

な
ど
の
値
上
げ
を
強
行
、
負
担
増
に
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。

　

千
住
一
丁
目
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
都
市
開
発
法
に
基
づ

き
「
公
共
の
福
祉
に
寄
与
」
す
る
と
し
て
、
多
額
の
税
金
を
投

入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
初
29
億
円
が
40
億
円
に
膨
れ
上

が
り
ま
し
た
。
し
か
も
公
益
施
設
は
０
・
７
％
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
他
は
儲
け
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
ど
う
し
て

「
公
共
の
福
祉
に
寄
与
」
す
る
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

区
の
交
通
過
疎
地
域
を
解
消
す
る
と
し
た
「
交
通
基
本
計

画
」
で
５
年
以
内
に
整
備
す
る
と
し
た
新
規
路
線
は
一
つ
も
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
事
業
採
算
性
が
と
れ
な
い
路

線
に
は
「
交
通
権
」
を
保
障
す
る
立
場
で
、
新
車
購
入
費
補
助

な
ど
支
援
が
必
要
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
戸
籍
も
国
保
も
新
た
な
外
部
委
託
が
始
ま
り
ま
し

た
。
戸
籍
は
同
じ
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
が
５

年
間
で
７
億
１
千
万
円
と
い
う
金
額
で
、
再
び
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
よ
り
も
安
い
金
額
を
示
し
た
企
業
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
落
ち
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
が
選
定
さ
れ
た
要
因
は
、

「
労
働
関
係
法
令
等
が
遵
守
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
項
目
の
評
価
が
他
社

に
比
べ
群
を
抜
い
て
高
か
っ
た
こ
と

で
す
。
戸
籍
法
違
反
、
労
働
法
令
違

反
で
繰
り
返
し
是
正
を
指
摘
さ
れ
マ

ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ
社
会
的
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
企
業
が
法

令
を
遵
守
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
受
託
す
る
な
ど
、
ど
う
説

明
し
よ
う
と
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
９
割
の
業
務
を
外
部
委
託
す
る
国
保
は
、
５
年
間
で
20
億
円

余
の
税
金
の
投
入
を
す
る
も
の
で
す
。
業
務
を
請
負
う
共
同
企

業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
を
構
成
し
て
い
る
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
24
は
他
区
で

情
報
漏
え
い
事
故
を
起
こ
し
、
足
立
区
で
も
指
名
停
止
処
分
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
企
業
を
含
む
共
同
企
業
体
（
Ｊ

Ｖ
）
に
区
民
の
個
人
情
報
な
ど
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
な
ど
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
令
違
反
を
繰
り
返
し
て
も
、
指
名
停
止
に
な
っ
て
も
企
業

委
託
に
突
き
進
み
、
高
額
な
税
金
を
投
入
す
る
区
の
姿
勢
に
は

区
民
か
ら
強
い
憤
り
と
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
区
に
は
「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
を
ふ
や
し
て
」
と
要

望
が
届
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
声
を
逆
手
に
取
る
か
の
よ
う
に
、
今
回
「
偏
在
解
消
」

の
名
の
も
と
に
６
ヵ
所
の
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
を
廃
止
の
対
象
に

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

区
は
８
月
以
降
に
具
体
化
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
廃
止
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
廃
止
対
象
は
次
の
公
園
で
す
。

　
○
東
綾
瀬
せ
せ
ら
ぎ
水
路　
○
東
和
親
水
公
園　
○
下
の
公
園

　
○
新
西
新
井
公
園　
○
中
郷
公
園　
○
尾
竹
橋
公
園

　
同
じ
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
も
、
婚
姻
歴
が
な
い
（
未
婚
の
母
な

ど
）
場
合
、
寡
婦
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
足
立

区
議
会
で
も
保
育
料
の
「
み
な
し
寡
婦
控
除
」
の
適
用
を
求
め

る
陳
情
が
数
年
前
に
「
全
会
派
一
致
」
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
は
全
く
改
善
を
し
よ
う
と
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
繰
り
返
し
「
保
育
料
な
ど
の
み
な
し
適
用

を
す
べ
き
」
と
追
及
。
今
議
会
で
条
例
や
規
則
を
改
正
し
、
４

月
か
ら
保
育
料
・
学
童
保
育
料
・
幼
稚
園
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
み
な
し
適
用
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

に
対
し
「
婚
姻
歴
が
な
く
て
も
寡
婦
控
除
を
行
う
よ
う
求
め
る

意
見
書
」
も
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
給
付
型
の
奨
学
金
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま

し
た
。
最
近
、
他
会
派
も
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
足
立
区
の
制

度
が
前
進
し
ま
し
た
。

　

特
に
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
で
、
か
つ
成
績
優

秀
で
心
身
健
全
で
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
者
は
貸
付
金
額
の
半

額
（
1
0
0
万
円
）
を
上
限
に
し
て
償
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
償
還
も
期
間
が
10
年
か
ら
15
年
以
内
に
延
長
と
な
り

ま
し
た
。
5
月
の
連
休
明
け
頃
に
は
、
中
学
3
年
生
、
高
校
3

年
生
全
員
に
学
校
か
ら
説
明
、
申
請
書
が
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

更
に
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
経
済
的
な
理
由
で
夢
が
断
た
れ

な
い
足
立
区
に
す
る
た
め
、
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

長
年
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
う
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
学
校
ト
イ
レ
の
改
善
を
15
年
以

上
前
か
ら
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。
区
は
当
初
は
否
定
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
各
党
も
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
受
付
の
手
話
通
訳
は
、
週
３
回
し
か
配

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
聴
覚
障
が
い
者
か
ら
は
「
も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
そ
の
声
を
議
会
に
繰
り
返
し
届
け
、
４
月

か
ら
毎
日
配
置
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
値
上
げ
で
区
民
生
活
に
追
い
打
ち

は
る
か
ぜ　

新
規
路
線
に
財
政
支
援
し
て
導
入
を

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
ま
で
廃
止
！？

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
税
金
40
億
円
！

　
　
　
　
　
　
　

  

（
千
住
一
丁
目
再
開
発
）

国
保
、
戸
籍　

企
業
委
託
に
突
き
進
む

区
の
姿
勢
に
怒
り
の
声

婚
姻
歴
の
な
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

婚
姻
歴
の
な
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

「
み
な
し
寡
婦
控
除
」
の
適
用

「
み
な
し
寡
婦
控
除
」
の
適
用

数
年
越
し
で
実
現
！

数
年
越
し
で
実
現
！

足
立
の
給
付
型
奨
学
金
が
は
じ
ま
り
ま
す

足
立
の
給
付
型
奨
学
金
が
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
35
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
学
校
で

年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
学
校
で

区
役
所
受
付
に
手
話
通
訳
、
毎
日
配
置

区
役
所
受
付
に
手
話
通
訳
、
毎
日
配
置

婚
姻
歴
の
な
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

「
み
な
し
寡
婦
控
除
」
の
適
用

数
年
越
し
で
実
現
！

足
立
の
給
付
型
奨
学
金
が
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
35
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
学
校
で

区
役
所
受
付
に
手
話
通
訳
、
毎
日
配
置

ト
イ
レ
の
洋
式
化

ト
イ
レ
の
洋
式
化

ト
イ
レ
の
洋
式
化

　2016年度予算は、一般会計で2730億円、積立基金は1303億円とどちらも史上最高となり、区民の暮らしを守り応援する余力は
十分にあることが明らかになりました。しかし、厳しさを増す区民のくらしを支える姿勢は弱く、アベノミクスで格差と貧困が拡大
するなか、住民福祉の向上を本旨とする自治体の役割が問われます。日本共産党は、ムダ使いをなくし、お金の使い方を変えれば区
民の願いが実現できる予算修正案を提出しました。自民・公明・民主などの反対で否決されましたが、今後に生きる提案です。

〔概  要〕

区長提案の予算総額より一億円減額して
切実な願いが実現できます！

Ⅴ　行財政　むだを省き財源を区民施策に回します
●戸籍の外部委託の中止 ▲2400万円
●国保の外部委託の中止 ▲1億7654万円
●議員報酬の10％削減 ▲5101万円

Ⅳ　まちづくり　住民が主役のまちづくりを進めます
●民間マンション建設に補助金
 　　　　　　　　　  投入を中止 ▲9億6740万円

●コミュニティバス短期路線の実現 1500万円
●住宅リフォーム助成の創設 4000万円
●耐震改修・除却助成上乗せ復活 1億8000万円
●放射能防護・希望者検査事業 146万円
●福祉施設送迎車のエコ化支援 1000万円

Ⅲ　くらし　区民の暮らしを支える施策を広げます
●介護職人材不足対策 8610万円
　看護師人材不足対策 4305万円
　学童保育職員不足対策 794万円
●若者・若年ファミリー家賃助成 1080万円
●障がい者のグループホーム建設を
　支援する 2000万円

●スーパープレミアム商品券を
　教訓生かして改善し発行 2億3712万円

●紙おむつ支給助成の拡大 1800万円

Ⅱ　ひと　出産・育児支援、教育の充実を図ります
●不妊症治療費助成の上乗せ 8230万円
●保育料の負担軽減 3041万円
●学校給食の負担軽減 3365万円
●特別支援教室拠点校の配置 141万円
●少人数学級の推進 5100万円
●子ども医療費助成
　18歳までの拡大 2億6385万円

Ⅰ　平和と人権
●平和資料館の建設 100万円
戦後71年目を迎え平和の尊さを後世に伝える（計画書）

●被爆者見舞金の支給 310万円
23区で唯一支給されていない足立区で、21000円支給する

千住一丁目再開発

ためこんだ基金１３０３億円
くらしと平和・個人の尊厳を守り発展させる足立区に
ためこんだ基金１３０３億円
くらしと平和・個人の尊厳を守り発展させる足立区に

日本共産党

予算修正案
提  出

予算修正案
提  出

お金の使い方変えて



区長提案の議案（59本）に
対する各党の賛成率

自民党 100％賛成
公明党 100％賛成
共産党 81％賛成
民主党 100％賛成

区民からの請願・陳情に対する
各党の態度（意見の分かれたもの）

不
採
択
に
な

た
請
願
・
陳
情
名

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
自
由
閲
覧
の
維
持
を
求
め
る
陳
情

安
全
保
障
関
連
２
法
（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
計
画
断
念
と
工
事
の
中
止
、
代
執

行
裁
判
の
提
訴
取
り
下
げ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

都
立
江
北
高
校
定
時
制
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

高
野
小
学
校
・
江
北
小
学
校
の
学
校
統
廃
合
計
画
中
止
に
関
す
る
陳
情

高
野
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

自
民 × × × × × ×

公
明 × × × × × ×

共
産 ○ ○ ○ ○ ○ ○

民
主 × ○ ○ × × ×

結
果

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

※「放射能対策」「原発再稼働ではなく
自然エネルギーへの転換を」「学校の
木質化」「認可保育園の増設」など24
件が継続審査に。
※足立区議会民主党は、4月1日から足
立区議会民進党に変更。

★日本共産党が条例提案した「子どもの医療
費助成の充実」は継続審査、「保育料の引き下
げ条例」は自民・公明・民主が反対して否決
となりました。

　

「
戦
争
法
は
憲
法
違
反
で
あ
り
無
効
」
と
元
公
明
党
二
見

伸
明
副
委
員
長
や
、
創
価
学
会
員
が
安
保
法
制
に
反
対
す
る

デ
モ
に
参
加
。
稲
葉
真
一
元
自
民
党
都
議
は
「
安
保
法
制
は

ま
さ
に
戦
争
法
で
す
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
住

民
の
安
全
を
守
る
べ
き
区
議
会
議
員
の
良
心
と
初
心
に
戻
る

よ
う
求
め
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
を

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
を

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

23
区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

戦
争
法
廃
止
の
請
願
は
採
択
を

針
谷
み
き
お

　

区
は
16
年
連
続
の
値
上
げ
を
提
案
、
１
人
当
た
り
の
平
均

保
険
料
は
つ
い
に
11
万
円
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
国
か

ら
の
６
億
円
の
財
政
支
援
金
を
一
般
会
計
の
穴
埋
め
に
使
う

の
は
や
め
「
保
険
料
を
払
う
の
が
精
一
杯
で
病
院
に
行
け
な

い
」
と
の
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
値
上
げ
の
中
止
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

過
酷
な
国
保
料
の
値
上
げ
中
止
をは

た
の
昭
彦

　

江
北
定
時
制
高
校
は
、
全
日
制
に
通
う
こ
と
が
出
来
な
い

生
徒
の
大
切
な
受
け
皿
で
す
。

　

様
々
な
境
遇
の
中
で
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
す
く
い

上
げ
、
学
び
の
場
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
も
江
北
高
校
の

定
時
制
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
と
迫
り
ま
し
た
。

江
北
高
校
定
時
制
廃
止
し
て
は
い
け
な
い
！

夜
間
定
時
制
は
学
び
の
安
全
網西

の
原
え
み
子

　

区
は
、
Ｕ
Ｒ
団
地
再
生
に
伴
い
、
区
立
花
畑
保
育
園
を
廃

止
、
移
転
し
て
民
営
化
を
提
案
。
①
区
立
で
従
来
の
場
所
に

存
続
す
る
と
い
う
住
民
と
の
約
束
を
破
る
も
の
②
「
保
育
需

要
の
増
加
」
と
い
う
な
ら
増
設
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
移

設
民
営
化
で
は
な
い
③
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
保
育
園
と
主
張
し
、
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い

と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

花
畑
保
育
園
廃
止
と
民
営
化
は
認
め
ら
れ
な
い

山
中
ち
え
子

　

高
野
小
学
校
と
江
北
小
学
校
を
廃
校
に
し
統
合
す
る
区
の

計
画
は
、
当
面
人
口
が
増
え
る
こ
と
を
区
も
認
め
て
い
る
の

に
道
理
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
勉
強
す
る
小

規
模
校
の
良
さ
を
失
い
、
避
難
所
も
な
く
す
な
ど
認
め
ら
れ

な
い
と
、
存
続
を
求
め
る
陳
情
の
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

高
野
小
・
江
北
小
は
存
続
す
べ
き

鈴
木
け
ん
い
ち

　

足
立
区
の
低
所
得
者
世
帯
の
保
育
料
は
23
区
で
一
番
高
く
、

日
本
共
産
党
は
、
負
担
軽
減
を
提
案
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
が
反
対
し
否
決
し
た
の
に
対
し
、

子
育
て
支
援
の
立
場
に
た
ち
考
え
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

23
区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
世
帯
に

負
担
軽
減
の
実
施
を
求
め
る浅子

け
い
子

　

区
は
新
年
度
の
区
職
員
定
数
を
大
幅
削
減
。
そ
の
主
な
も

の
は
「
国
保
事
務
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
へ
の
企
業
委
託
（
36

名
）」「
公
立
保
育
園
の
民
営
化
」
に
よ
る
も
の
で
、
保
育
で
は

８
年
間
新
規
採
用
が
な
く
22
名
の
欠
員
を
放
置
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
区
民
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
外
部
委
託
に
よ
り
経
費

は
逆
に
増
大
さ
せ
る
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

保
育
士
の
民
営
化
・
欠
員
、
国
保
の
外
部

化
に
よ
る
定
数
削
減
は
許
せ
な
い
！

ぬ
か
が
和
子

保
育
料

人
口
増
え
る
の
に
つ
ぶ
す
の
か

ぬかが和子浅子けい子 山中ちえ子 はたの昭彦

鈴木けんいち 西の原えみ子 針谷みきお

　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛
成、成、「国保料の値上げ国保料の値上げ」「」「統廃合で学校解体統廃合で学校解体」「」「外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック
機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。

　第一回定例議会が終わり、59件の区長提出議案の採決が行われました。日本共産党区議団は区民にとっていいものは賛
成、「国保料の値上げ」「統廃合で学校解体」「外部委託」など問題のある議案にはきっぱり反対し、議会としてのチェック
機能を果たしてきました。今議会は、７名の議員団全員が最終本会議で討論にたち、区民の願いをかかげて奮闘しました。

区民の願い届け自治体のあり方を指摘して自治体のあり方を指摘して自治体のあり方を指摘して
７人全員が本会議で討論
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憲
法
に
反
す
る
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
強
行
に
よ
っ
て
、

住
民
の
生
命
、
財
産
、
自
由
、
私
た
ち
の
幸
福
追
求
権
を
覆
す

立
憲
主
義
の
危
機
を
迎
え
て
お
り
、
足
立
区
議
会
と
し
て
反
対

の
態
度
を
示
す
時
で
す
。

　

戦
争
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
危

機
感
、
平
和
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
、
第
一
回
定
例
会
で
の

わ
が
党
の
区
長
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
代
表
質
問
に
、
区
長
は

「
私
は
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、

国
民
の
安
全
を
守
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
ど
も
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
「
保
育
園
落
ち
た
の
は
私
だ
」「
会
社
辞
め
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
」「
何
が
一
億
総
活
躍
だ
」
と
安
倍

政
権
へ
の
怒
り
が
集
中
し
、
国
会
へ
若
い
子
育
て

中
の
親
御
さ
ん
た
ち
が
駆
け
つ
け
る
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
署
名
は
２

万
７
千
名
を
こ
え
、
国
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
も
第
一
次
不
承
諾
が
１
７
５
２
人
に

な
り
、
異
議
申
し
立
て
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
が
、
長
年
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る

「
認
可
保
育
所
増
設
」
に
背
を
向
け
る
な
か
、
日

本
共
産
党
は
あ
き
ら
め
ず
に
増
設
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
論
戦
と
保
育
所
作
っ
て
の
保
護
者
な

ど
の
運
動
が
区
政
を
動
か
し
、
や
っ
と
認
可
保
育

園
の
大
幅
増
設
へ
と
舵
を
き
り
ま
し
た
。
27
年
度

か
ら
３
年
間
で
16
園
の
認
可
保
育
園
増
設
へ
計
画

を
変
更
、
１
３
２
５
人
の
定
員
増
に
な
り
ま
す
。

　本会議では自民党議員から、教育勅語を
「補助教材として」使うよう求める発言や、
予算委員会では中学校の百人一首大会を例に
とり「教育勅語も暗記してくれたらいい」な
どと戦前の軍国教育の柱となった「教育勅
語」を礼賛する時代錯誤の発言が相次ぎまし
た。自民党議員の頭の中は、70年以上前に
もどってしまったのではないでしょうか。

時代錯誤の発言

教育勅語も暗記してくれたらいい…教育勅語も暗記してくれたらいい…教育勅語も暗記してくれたらいい…

震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）震災から5年、いまだ復興ままならない被災地の悲惨さを実感（希望の牧場にて  4月11日）

「保育園落ちたのは私だ　」と国会に駆けつけたママ、パパ
（しんぶん赤旗 提供）

　2016年度の予算を決める第一回定例議
会が3月24日終了しました。日本共産党は、
戦後71年目の年を迎え、くらしと平和を守
る切実な区民の願いを実現するため、区長
提案の予算案に対して予算修正案を提出し
てがんばりました。
　区議会で議論した区政の焦点、予算案な
ど共産党区議団の活動をお知らせします。

北朝鮮ミサイル発射
足立区議会が抗議決議を
全会一致で可決

熊
本
地
震
、
救
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日本共産党

「
保
育
所
つ
く
っ
て
」の
声
と

共
産
党
の
論
戦
が
動
か
し
た

認
可
保
育
園
、大
増
設
へ

年度 算 決 第 定例議

くらしと平和守る大きな流れくらしと平和守る大きな流れくらしと平和守る大きな流れ
区民と力合わせ


